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圧倒的な快適さを生み出す、人気のニュー・ブーム2010

チームライダーの山田昭彦選手に
ニューブームの印象を訊く
○2010ブームの第1印象は？
山田●仕上げが凄く綺麗で高級感がある印象でしたね。
あと、触ってみて感じたのは、軽さとセイリングする時
に握る場所が細く感じられてとてもフィット感がいい。
○セイリングの印象は？
山田●200cmベースを8.6㎡に使ったんですけど、新
しいブームは3mm程内側にカーブしている”Sカーブ”
になってるんですけど、最初見た目ではストレートっぽ
くって、あまりカーブしているようには見えなかった。
でも、プレーニングに入った時には1～2cm程内側に
カーブしているように感じられて、今まで
のブームよりもセイルに無駄なパワーが掛
からなくて凄く踏ん張る必要がなく、より
前に走らせてくれる感覚が得られました。
○新しいエンドは？
山田●カニンガムのシートがエンドの外側
に入っていくので、セイル自体がシートに
当たることがなく、セイルの動きを邪魔せ
ずにスムーズに機能してくれるように感じ
られる。特に225cmベースのエンドは更
にワイドになっているので、よりその効果
が感じられて、リーチの動きのスムーズさ
や安定性を感じられますね。225cmベー
スは、9.5㎡、10.0㎡、10.7㎡に使います。
260cmベースは、ニールプライドに関し
ては12.0㎡しか使わないので、フォーミ
ュラに乗る人だけ。他社のセイルを使う人
には必要なケースもあるようですけど。
○他ブランドのPWA選手達がニールプラ
イドのブームを使ってる理由は？
山田●やはり軽さと硬さですね。仕上がり
の良さや、スピードに繋がる性能の高さを

左／2009以前の140cmベースモデル
(下)とカーブを比較すると"S"字を描い
ているのがよく判る。このカーブがセイ
ルを活かしパフォーマンスを向上させる。
右上／新しくなったレバーの内側に簡易
なクリートがある(○部分)。
右下／カニンガムのシートはブームパイ
プに沿うようにプーリーへ向かい、セイ
ルの動きを妨げない位置となる。
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選んでいると思います。
○細かい部分は？
山田●フロントジョーのレバーの形状が変わって更に使
いやすくなりましたね。レバーの周りを面取りしてあっ
て引っかかって痛いことがないし、シートを止めるクリ
ートの他にも簡易クリートみたいなところがあって、シ
ートを押しつけながらレバーを倒せば、ズレがなくてし
っかりと止められる。些細なことだけど、ずっと使いや
すくなりました。

選んでいると思います。

モデル
アジャスト
(cm)

径
(mm)

アジャスト
ロックシステム

RDM
Mast Shim

税込価格

X3 S-CURVE
140-190 50 28

Twin pin 
lever

○ ¥28,350
160-210 50 28 ¥29,400
180-230 50 30

-
¥29,400

200-250 50 30 ¥30,450
225-275 50 30 ¥30,450
X3 New School
140-190 50 28 Twin pin 

lever
○ ¥28,350

160-210 50 28 ¥29,400
X6 S-CURVE
140-190 50 28

Twin pin 
lever

○ ¥48,300
160-220 60 28 ¥48,300
180-230 50 30

-
¥48,300

200-250 50 30 ¥49,350
225-275 50 30 ¥49,350
X6 New School
140-190 50 28 Twin pin 

lever
○ ¥48,300

160-220 60 28 ¥48,300
X9 S-CURVE
140-190 50 28

Twin pin 
lever

○ ¥94,500
160-220 60 28 ¥98,700
180-230 50 30

-

¥117,600
200-260 60 30 ¥123,900
225-285 60 30 ¥136,500
260-320 60 30 ¥150,150

最大の特徴 "Sカーブ "が
コントロール性を大幅にアップする
　2010ブームの最大の特徴はブームカーブにある。ハ
ーネスライン取り付け位置の後方付近が浅く内側にカー
ブしており、これを"Sカーブ"と呼んでいる。セイルに
掛かるパワーによってブームがたわもうとするのを防ぎ、
常に安定したセイルの性能を保ってくれる。この性能は
レーサーにとって最も重要なスピードに大きく貢献し、
ウェイブやフリースタイルなどのアクションでは、セイ
ルを手のひらで掴んでコントロールしているようなダイ
レクト感を得ることに繋がる。ニールプライドのブーム
には素材別に3種あるが、それぞれの素材なりに、この
コンセプトが活かされている。また、フロントジョーは、
マストへのフィッティングに優れる従来通りの形状に加
え、より使いやすいレバー形状を採用。ラージサイズの
レーシングエンドはプーリーの位置が工夫され、カニン
ガムへの対応が向上している。

フルカーボン・ハイブリッド・アル
ミの3種が幅広いニーズに対応
　ニールプライドブームには、フルカーボンでモノコッ
クボディのX9、アルミ本体（新工法）+カーボンエン
ドのハイブリッドX6、アルミ（新工法）のX3の3種
が用意されている。素材の違いは価格に現れるだけでな
く、使用感の違いを生む。フルカーボンのX9はたわみ
に強く、ダイレクトなコントロール感とハイパフォーマ
ンスを生む。アルミのX3はカーボンに比べればソフト
な手応えになり、いわゆる「遊び」があることで使用感
を優しくする。そしてハイブリッドのX6はそれら2種
の中位にある。セイリング技術や好みに合わせてセレク
トできるようになっている。Sカーブではなく、フロン
トからややワイドなカーブになっている"New School"
ブームもX3とX6にラインナップされている。
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